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現在の河川整備計画と現況地盤活用（案）との縦断計画の違い 
                                    （イメージ） 

1 

現在の計画 

現況地盤活用（案） 

Ｈ．Ｗ．Ｌ 

Ｈ．Ｗ．Ｌ 
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 下流部断面   縦 断  

 下流部断面   縦 断  

Ｈ．Ｗ．Ｌ 中流  
下流  

上流  

中流  
下流  

上流  

計画高水位（H.W.L）が 
上がる（推計で約1ｍ）  

H.W.Lが上がることで、
NO 1.3kmよりも上流の
計画も変わる 

Ｈ．Ｗ．Ｌ 

Ｈ．Ｗ．Ｌ 

※ Ｈ．Ｗ．Ｌ ＝ 計画高水位 



平面図４ 市道橋② 

滝の宮橋 

新滝の宮橋 

（２．２ｋｍ～２．９ｋｍ付近） 
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２．２ｋ 

２．９ｋ 

２．４ｋ 
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０．８ｍ 高くなる 

約８０ｃｍの堤防 

堤防の高さ 

１．６ｍ 高くなる 
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第１回会議 説明資料 



平面図５ 
市道橋⑤ 

市道橋④ 

市道橋③ 

江川第二雨水幹線 

（２．９ｋｍ～３．７ｋｍ付近） 
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２．９ｋ 

３．７ｋ 

３．２ｋ 
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１．４ｍ 高くなる 
０．８ｍ 高くなる 

１．１ｍ 高くなる 
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第１回会議 説明資料 



中流部の断面計画の方法（イメージ） 
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Ｐ 

人為的な排水が必要 

・背後地盤よりも高い位置に洪水が流れる。 

・堤防決壊のインパクトが大きい。 

・河川の近くに集まった内水を、ポンプ等の機械で川へ入れる必要がある。 

・横断する橋も上がり、通りにくい。 

Ｐ Ｈ．Ｗ．Ｌ 
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① 高い堤防を造り、洪水処理を行う断面計画 

【 問題点 】 

Ｈ．Ｗ．Ｌ 

② 河川区域を広げ、洪水処理を行う断面計画 

自然排水 


